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少子・超高齢化社会の日本では外国人材導入は避けられない。しかし在留外国人を「共に暮らす

社会の一員」として受け入れる方策は十分ではない。岡山では在留外国人の課題が顕在化しにく

いが、過去の災害や今回のコロナ禍などの際に必要となるのは周囲の人々との「支え合う関係性」

でありこれを構築することは必須である。日本生活で必要な「日本語教室」も現在は成人対象が

多く、就学前の子どもを抱える保護者にとっては学習機会が少なく孤立化しやすい。このことは日

本社会で成長する過程の子どもへのハンディを生むこととなる。文科省も外国人児童・生徒等への

教育を重要視しており、今回は在留外国人のライフステージの早い段階（就学スタート前への支

援）とする。今後はそれぞれのライフステージ毎の課題解決の事業を展開していく。 

今年度の活動は「外国にルーツのある親子の居場所」作りであり、目的は 

① 日本で自分が受容されている安心感と自己肯定感を得る 

② 体験による関係性の構築方法習得・日本語・日本文化・習慣を子どもと共に学ぶ機会を作る 

③ 就学前の日本人親子とのスタート差減少、保護者の学校制度の理解促進 

④ 親子が一緒の学び・体験で日本社会内での良好な親子関係を作る 

⑤ 日常生活で必要な日本語を日本語教師から学び、就労については専門家相談することが出来

る。 

資料２ 

mailto:ineokayama@gmail.com
http://www.ineokayama.org/
http://www.ineokayama.org/
http://www.ineokayama.org/
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毎月第 2・第 4 土曜日の２回 １０：３

０〜１２：３０（親子対象事業） 

１３：３０〜１５：００（親子対象事業、参加者がいない場合はプログラム担当者会議）

参加者 １３カ国 通常事業参加者 延１６５人、 

岡山市ESD 活動支援事業「岡山だんじり祭り」「国際親子クラブ」、岡山東ロータリークラブ招待

事業を合わせると 延２２０人 

開催場所（BIO・岡山県青年会館・他）    

１）友達づくり（外国人同士・外国人と日本人） 

２）学習（日本語・生活・日本文化・習慣・体験） 

３）ビザ・就労相談と支援 

４）子育て相談と支援 

５）他団体・他機関との連携 

  ６）ホームページ・フェイスブック・インスタグラムの活用による情報発信 

通常事業のほかに、地域開催の日本の伝統的イベントに参加交流、「国際親子クラブ」事業によ

り日本人の親子との交流事業（前記は岡山市 ESD 活動支援事業）、東ロータリークラブよりの後

楽園園遊会招待参加などの広がりがあった。 
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参加者の中に、来日して半年ほどで配偶者が出かけると言葉も文化もわからない中に一人で

過ごす事が多く、日本での生活を寂しく悲しいと言っていた人が、毎回我々の事業に休むことなく

参加して一生懸命日本語を学ぼうとしながら明るい表情になって行く事例があった。INE での経

験から、日本社会への理解が進み、日本語能力も向上することで、日本社会への前向きな姿勢が

生まれたのではないかと考える。 

また、本年度の活動を通して、在留外国人は同じ立場の外国人の友達を求めていることがわか

った。つまり、日本人との関係・外国人同士の関係という双方向かつ複数の関係性の構築が必要

であることが明らかになった。これは、参加者が継続して参加していること、友人を誘っていることな

どに繋がっている。 

この活動を通して、在留外国人が日本社会での文化・習慣について子どもと一緒に楽しく学ん

だり、友達や仲間ができたり、気軽に相談できる場ができたことで、安心感が醸成されたと考える。

よって、この事業活動により在留外国人とのネットワークの構築・岡山の在留外国人の快適な居場 

所作りに寄与できた。 
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課題１ 

参加者の継続により、このような友達づくりや居場所づくりの必要性が明らかになったが、多く

の在留外国人と日本人がお互いに響きあい「居場所」として安心感・幸福感を感じる場所となる

までにはまだ至っていない。 

対応策）  これまで以上に参加者を増やしたい。そのためのイベントやプログラムの工夫をする。

現在できている日本人スタッフとの関係に加えて、もっと多くの一般の日本人との出会いを増や

す。更に日本社会にもっと馴染むことができて、日本人とお互いに社会を支える意識を持つこと

ができるような場面を積み重ねていく。 

課題２ 

在留外国人のグループや支援者団体などとのネットワークも必要である。 

対応策） 現在多文化共生を進めている団体とのネットワークを構築していく。 

課題３ 

財政的な基盤づくりの強化 

対応策） 以下により改善を進めていく。 

① 団体の趣旨を広く理解してもらう活動を通して会員を増やし、会費や寄付を募る。 

② 外国への理解講座（外国食・外国衣装・外国文化）などを開催、イベントへの出店など、自

己資金の獲得を目指す。 

③  １年間の活動をまとめた資料や教材資料を作成し、多文化共生に関わりたい人への参考

とし、多文化共生活動について学びたい人に対して参加費を徴収する勉強会等を開催す

る。 

④ 多文化共生を活かした起業を探る。（専門家スタッフの協力あり） 

⑤ 今後必要となる多文化共生社会実現のために行政と協働しながら今回の実績をもとに委

託事業を受ける。 
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